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§１ はじめに 

関東大地震、兵庫県南部地震、新潟県中越地震とこれ

まで大地震で数々の被害が発生した。そして今世紀前半

には南海地震や東南海地震の危険も高まっている。いつ、

どの規模の地震が起きるのかは予測できない。大地震が

発生した際の被害を最小限に留めるために、日常の備え､

災害に強い住環境づくり、自助･共助･公助といった防災

力の向上が必要である。また、これらの意識は幼児期と

いった早期に根付かせることも重要である。 
なお、幼児期の子供の環境を考えた場合、幼稚園等で

は防災訓練が実施される場合も多い 1)が、家庭での防災

教育は十分とはいえない。そのため本報では家庭での防

災教育の必要性・実態を検証し、子供と親が一緒に防災

対策を心がけるきっかけにもなる絵本教材を提案した。 
§２ 家庭における早期防災教育の必要性 

家庭における防災教育の必要性・実態を分析し、絵本

の作成に反映するため、2004 年 9 月,３～５歳の子供を

もつ親を対象に調査を行った。東京都八王子市 K 保育園

で 30 部、新潟県新津市の N 保育園で 21 部の回答を得た。 

子供の地震に対する認知度

を質問した結果を図１に示す。

八王子市では地震を認知して

いる子供が多いが、新潟市で

は地震を知らない子供、言葉

は分かるが理解していない子

供が多い。 

 さらに家庭で防災教育をし

ているか否かについて質問し

た結果、八王子は 80％の親

が「家での対応も教えている」と回答したが、新潟では

24％となっている。教えている防災教育の内容を質問し

た結果、「机の下に潜る」「むやみに外に逃げ出さない」

「防災頭巾をかぶる」という項目は半数以上の親が教え

ていると回答した。そこで子供が知っておくべき地震時

の対処法とは何かを質問した結果を図２に示す。 

「必要」という回答が多かったものは「机の下に潜る」

「むやみに外に逃げ出さない」「防災頭巾をかぶる」の項

目であった。「親の役目である」という回答が多かったの

は「玄関のドア

を開け、逃げ道

の確保」「火の

始末」「避難時

に持ち出す物は

最小限に」とい

う項目であった。 

さらに家庭で

実際に実施して

いる地震時の備

えについて質問

した結果を図３

に示す。 
八王子の幼稚

園は 77％、新

潟の幼稚園は半

数以上が家庭で

実施している地

震時の備えがあ

ると回答した。

子供に直接防災

教育を教えていない場合でも、地震については関心があ

ると考えられる。 
具体的な内容は「火元に燃えやすいものを置かない」

「棚やタンスの上に重いものを置かない」「消火器を備え

る」などの項目が挙げられた。そのほか「家具は作りつ

けにした」「食器棚に留め具(結束バンド)を付けている」

などの回答もあった。 
次に、防災絵本の必要

性について調査した結果

を図４に示す。 
 多くの家庭で防災絵 
本が必要と回答された。 
また、防災教育は大切だと理解するがどう子供に伝えた

らよいのかわからないという意見も挙げられた。そのた

め、絵本といった教材を利用した防災教育は、子供にも、

読み聞かせる親にも親しみやすく、親が防災知識の少な

い場合でも、有用性があると分析できる。 

図２ 子供が知っておくべき地震時の対処

図３ 家庭で実施している地震時の備え

図４ 防災絵本の必要性 
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図６   子供の理解度

また導入年齢については、３歳の場合、「どちらともい

えない」「あまり必要ではない」という回答もみられたが、

4,5 歳の子供には 90％以上の人が「必要」と回答した。 

このアンケート調査により、幼児期からの防災教育の

必要性、家庭での防災教育の実態・必要性を把握するこ

とができた。なお、この調査は新潟県中越地震発生前の

調査である。そのため、地震後は、防災教育に対する意

識が変化している可能性があると考えられる。 
§３ 絵本教材の試行および作成 

そこで、３～５歳の子供に理解できる「身の安全の確

保」を目標とした家庭内での地震時の対処法を教える絵

本を作成した。具体的に伝えるべき内容は、「机の下に潜

る」「むやみに外に逃げ出さない」「防災頭巾をかぶる」

「大人の話を聞く」の四つの柱を中心とした。絵本教材

の構成およびその分析を表１に示す。 
表１   絵本教材の構成及び分析 

これらをもとにストーリーを構成し、絵本を試作した。

防災絵本を読むことで、子供は話を楽しみながら地震対

処法を覚えることができる。また読み聞かせ形式により

親子で防災を考えるきっかけになることを期待している。 
§４ 絵本教材の評価 

作成した絵本の防災教育に

対する有効性を検証するため、

東京都近郊在住の 3～5 歳の子

供をもつ親を対象に作成した

絵本の評価に関する調査を行

った。作成した絵本が３歳児

に適していると思うか質問した 

結果を図５に示す。 

 大部分の親は「適している」と評価した。次に絵本に

対する子供の理解度を質問した結果を図６に示す。 

｢理解している｣｢だいたい理解している｣という回答が

3/4 を超え、｢全く理

解していない｣人はい

なかった。今回作成の

絵本は３～５歳の子供

がほぼ理解できる内容

であったことがわかる。

また絵本の構成･形式･

内容･ｷｬﾗｸﾀｰについて

も評価を得た結果、「適している」という意見が大部分で

あった。具体的な改善点として挙げられた｢文章の区切り

方｣｢ひらがな表記とｶﾀｶﾅ表記の区別｣等を参考に修正を行

い、絵本を完成した。提案した防災絵本の内容の一部を

図７に示す。 

図７ 作成した防災絵本（一部） 

§５ まとめ 
近年、多くの大地震が発生し、人々の防災意識は高ま

っている。いざというときに自分の身を守るためには、

幼児期から正しい知識を理解し、行動できるようにする

ことは重要であり、防災絵本という教材は、そのための

ひとつのツールとして位置づけられる。 
また本報で注目した幼児期の家庭における防災教育は、

必要と考えられつつも、実施されていないのが現状であ

る。理由の一つは親自身が知識を有していないというこ

ともあったため、本教材が親子で防災を考えるきっかけ

になれば効果も高まると考えられる。なお幼児の理解度

も比較的高かったことから、知識を吸収する成長段階の

幼児を対象とした絵本教材は有効であると考えている。 
ヒヤリング・アンケート調査にご協力戴いた方々に感

謝する。また、絵本作成にあたっては、文化女子大学副

手 飯泉知花氏および武蔵野大学 講師 伊村則子氏に

ご協力頂いた。ここに深謝する次第である。 
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子供の「な
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問に答え、自

分と主人公を
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は３歳児に適

している 

頭で覚えるだ

けでなく、絵
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体で覚え、体
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ターは身近に感

じられるものに

した 
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